
ため池を管理する皆様へ

ため池の管理について
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【埼玉県ため池サポートセンター】

これだけはお願いします！
３つの行動目標

①知る

②備える

③動く

堤体の樹木や雑草は刈払い、ため池の状態を知っておきましょう！

※除草作業を行うことにより、漏水、堤体の変形やひび割れ等が

発見しやすくなります。特に樹木が大きく生育すると、根によ

る隙間が発生して漏水の原因に繋がりますので、除草作業は定

期的に行うとともに、日常点検を行いましょう。

災害に備えて、できる限りため池の水位は下げておきましょう！

※非かんがい期などため池の水を使用しない時期は、できるだけ水位

を下げる低水位管理を行うことにより、大雨や地震による被害が発

生した場合には被害が軽減できます。また、被害発生に備えて関係

機関への連絡体制を整えておきましょう。

ため池の異常を発見した場合は、関係機関に連絡するとともに、

できる範囲で応急対策を行いましょう！

※ため池の異常を発見した場合には、２人以上で行動し緊急放流等の

応急対策を行いましょう。また、ため池の決壊に備えてハザードマ

ップを参考に安全な場所までの避難経路を確保しておきしましょう。



① た め 池 を 「 知 る 」

※草刈作業や日常点検は、安全のため２人以上で行ってください。

【埼玉県ため池サポートセンター】

豪雨等の災害に備え、堤体の樹木伐採、除草作業を行うとと
もに、ため池の日常点検や補修作業を行いましょう！

洪水吐きに土砂やゴミが

堆積していませんか？

取水施設の出口から漏水

はありませんか？

取水施設に操作の不具合

はありませんか？



対策① 安全柵の設置

対策

対策② 注意喚起看板の設置

対策

対策③ 救助用具の設置例

ため池への転落事故を防止するため、安全柵や注意喚起看板を
設置する等の安全対策を行いましょう！

【埼玉県ため池サポートセンター】

災害への備えだけでなく安全面への備えも忘れずに！

ため池では毎年20件前後の転落死亡事故が発生しています

安全柵（木柵）設置例

安全柵（ネットフェンス）設置例

管理者による釣り禁止看板設置例

行政による注意看板設置例

救助用浮き輪の常設
ペットボトルによる簡易救命具

堤体からの転落が懸念される状況

看板がなく危険周知がされていない状況

老朽化により読み取りができない状況

注意喚起看板のみの設置状況



②ため池による災害に「備える」

低水位管理の目的

低水位管理の基本的な考え方

【埼玉県ため池サポートセンター】

地域を災害から守るための

低水位管理にご協力ください

※ため池の貯水能力や必要とされる水量はため池ごとに様々であり、極端

な水位低下により用水不足が生じたり景観が大きく変わることもあります

ので、営農に影響しない範囲で実施することを基本として、地域の実情に

配慮しながら取り組んでください。

ため池での作業は危険ですので、

必ず２人以上で作業してください

〇ため池の低水位管理とは、ため池の貯水位を下げて空き容量を確保する

ことにより、降雨時の流入水を一時的に貯留することで下流域の家屋や農

地などへの洪水被害を軽減する洪水調節効果があります。また、ため池の

貯水位を下げておくことにより、大雨や地震時にため池堤頂部からの越流

による決壊から堤体を守る効果も期待できます。



低水位管理の手法

１．豪雨前の事前放流について

２．非かんがい期の低水位管理について

【埼玉県ため池サポートセンター】

豪雨予報の前にあらかじめ水位を低下させ、ため池に雨水を貯めることで下流へ

流出する水量を一時的に減らすことができます。

実施時期は、満水位となっている６月から８月頃において豪雨が予想される場合、

貯水をあらかじめ放流しておき一時的に雨水を貯留します。

ため池の利用が終わる８月末頃からできるだけ水位を低下させておくことで台風

等による豪雨が発生した場合、水位を下げた量の雨水を貯留することができます。

実施時期の目安は、台風シーズンの８月から１０月頃までの期間となります。



③ため池災害発生時の「行動」



※出典：内閣府防災ホームページ「令和元年台風第19号等による避難に関するワーキンググループ」より


